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北大文学研究科紀要 106 (2002) 

レールモントフ r現代の英雄J

における演劇的語集の用法

安藤 厚

山路明日太

『現代の英雄』では演劇的な語棄がしばしば特徴的に使われている O

たとえば第四章 F公爵令嬢メリー」の冒頭で，主人公ペチョーリンはピャ

チゴルスクに到着した翌朝，部崖の窓からみた周閣の風景を次のように描写

している。

部屋からの三方の風景はまさに絶景。西には，五つ峰のベシタウが青ずみ，

さながら「吹き過ぎし嵐のなごりの雲」といった風情だ。北には，毛足の

長いペルシャ帽を思わせるマシュ…ク山がそびえ，地平線のこの一角を

すっかり遮っている。東の眺望はもっと楽しい。すぐ眼下には，色とりど

りに，こぎれいな真新しい家並がつづき，鉱泉が音たてて湧き出し，さま

ざまな言葉を話す群衆がどよめいている，一一日をはるかに馳せると，半円

形劇場の観覧席aM刺T巴aTpのように山々が高まり，遠ざかるにつれしだい

く，かすんでいる…… (261)0 1 

ペチョーリンはここで局閣の風景を半円形麟場の観覧席にたとえている

が，同じ言葉を彼はもう一度使っている。それは昔の恋人ヴェーラとの再会

を果たした後，馬で広野を飛ばす場面である 「周囲には半円形劇場の観覧

ffli，' aM料TeaTpのように，ベシタウ，ズメイナヤ，ジェレズナヤ，ルイサヤの

山々がそびえ立っている J(281)。もちろんこのように周りを取り囲んで速な

る山々を円形劇場として捉えることは，風景描写上の比日前として十分に綿得
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できるものである。しかし同時にこうした言葉はベチョーリンが自己の活動

の場を演劇的な空間とみなし，そこで自分自身何者かを演じていると意識し

ていることを示唆するものでもあるだろう O 二二度用いられたこの言葉は，ペ

チョーリンのそうした演劇的意識を感じさせる。

そのf也にも w現代の英雄Jでは「ドラマ1¥pa1vlaJi悲劇Tpare1¥悶Ji結末

pa3B513KaJ i役 pO，nbJi幕 aKTJなど旗劇的な語会が数多く使われている。その

ような語実はとりわけ『公爵令嬢メリー」の主主に多い。その理由はこの章の

「事件」において，人生に倦怠感を感じているペチョーリンがその手記のなか

であえて筋書きを作りそれを生きることで刺激を求めようとしていること，

彼と対立するク9ルシニツキーの効果を狙った大部な振る舞いや言葉を芝居じ

みたものとしてことさら強調して暴き出そうとしていることなど，演劇的特

性が顕著であることが考えられる。

本稿は現代の英雄」におけるこうした演劇的な語奨について，コンピュ

タを利用してテキストデータをもとにコンコーダンスを作成し，考察を加え

ようとする試みである。

最初に，ベデョーリンが実人生のなかで何者かを演じていることをどれほ

ど強く意識しているかについて見てみたい。そうした例は，とりわけ『公爵

令嬢メリ-~の主主で物語が佳境にきたあたりに数多くみられる O そこでペ

チョーリンは，ある意味では誠実に自己の行為を役割として意識しながらそ

の意味を考え，その運命を嘆いている O 披はグルシニツキーのメリーに対す

る恋を決定的に打ち壊すため舞踏会に向かう途中で，次のように述べており，

そこでは演劇的な語棄が集中して用いられているO

はたしてこの地i二でのおれの唯一の使命は他人の希望を打ち砕くことなの

か，とおれは考えた。この世に生まれ，行動するようになって以来，運命

はなぜかおれを地人の五三三1¥pa闘の藍主pa3B用組に立ち会わせるのだ。
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まるでおれがいなければ，だれひとり死ぬことも，絶望に陥ることもでき

ないかのようにノ おれは第五幕目[]兄Tbl詰aKTに欠かせない人物だったO

心ならずもおれは死刑執行人や裏切り者というみじめな箆poふを童主主

主主抑制rpblBaTbo いったい運命はどういうつもりでこんなことをやらし

たのだろう? おれは運命によって車賃翠盟MeUlaHCKl1eTpareJ¥1111や家庭

小説の作者たるべく定められているのか それとも，たとえば r読書文

庫』あたりのお抱え作家の執筆協力者にでも?… (301)。

また同じような意味で自己の投割について言及する例はグルシニツキーと

の決闘前夜にも見られる。彼はそこで自己の人生を振り返り，人生の目的は

存在していたのだが，空疎で実りのない情熱の誘惑に身を任せてしまったた

め，その使命を探し当てることができなかったと述べた上で次のように言う

「情熱の炉のなかから，おれは鉄のように屈く，冷えきって出てきたが，

しかし，人生の無上の花である崇高な志向の炎は永遠に失われていた。その

とき以来，おれは何度，運命の手に握られた斧の盆pOJlbを盟主エ三I1rpaTb

ことだろうかf 処刑の附器となって，おれは幾度となく，犠牲者たるべく

運命づけられた者の頭上に落ちかかっていった。しばしば怨みもなしそし

て一度として憐れみをおぼえることもなく……J (321) 0 

このようにペチョーリンは自己の人生を運命によって諜せられた役割と

け取っている。しかしペチョーリンの手記における演劇用語の用法は決して

単純ではない。手記ではこうした演劇性はペチョーリンだけに限られるもの

ではない。ペチョーリンは他者も何者かを演じているということに敏感で，

とりわけグルシニツキーの演技的な振る舞いに対しては辛錬である O 次に手

記のなかでペチョーリンが{也人に対して彼の側から役割jを当てはめ演じさせ

ているように思われる併を取り上げる。

ペチョーリンはとりわけ彼と敵対する人物であるグルシニツキーの仕草や

言葉に対して 'Tpart1LJeCK凶悲劇的なJや'J¥paMaT山 eCKI1Mドラマチック

といった形容詞を用いている。後は手記の初日にグルシニツキーの人物評値
ユンケル

をしている。見習士官グルシニツキーは将校任宮前であるため兵隊外套を着
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ているのだが，それをあたかも彼が平穏のために生まれてきた人間ではなく，

決闘による降格といったある種の神秘な苦悩を運命づけられた存在だと見せ

かけるためにこの厚ぽったい兵隊外套を誇らしげに着ているのだとペチョ

リンは指摘し，さらに次のように言う 「もっとも，霊童出企主Tparl1'l民間卦

マントを脱いだときのグノレシニツキーはなかなか愛すべき，面白い男である O

彼が女性たちと一緒にいるところをおれは是非見てみたい，一一ここぞとば

かりに張りきっているはずだからJ(264) 0 また司じ日二人が話しているとこ

ろにメリーが通りかかった際には次のように描写されている 「グルシニ

ツキーはすかさず松葉杖を使ってドラマチックな llpaMaT山町間Hポーズをと

ると，大声を上げてフランス語でおれに答えた。『ねえ，きみ，僕が人間を憎

むのは彼らを軽蔑しないためなんだよ，さもなきゃ人生はあまりにもいまわ

しい茶番farceになってしまうからね，Jj(265)。この言葉を真似てペチョーリ

ンがグルシニツキーを相手に口にするフランス語も興味探い一一「僕が女性

を軽蔑するのは彼女ーたちを愛さないようにするためなんだよ，さもなきゃ，

人生はあまりにもばかげたメロドラマ melodrameになってしまうからね!J

(266)。ペチョーリンのこの言葉はグノレシニツキーの人生を部撤したものに見

える O 実擦のところ，ペチョーリンの描くグルシニツキーのメリーに対する

恋はメロドラマの様相を;帯びている。ペチョーリンが舞搭会でメリーの窮地

を救った翌日，グルシニツキーは「おれの予を強く握り締めると，悲劇じみ

主TparW!eCKI1H った。『感謝するよ，ペチョーリン…….JlJ (289)0これ

らの言葉を使ってペチョーリンが捕さ出そうとしていたグルシニツキーと

は， ドラマチックなポーズをとり，悲劇じみた調子で語り，厚ぼったい兵隊

外套を着ることで苦d協を運命づけられているかのように見せかけようとする

人物であろう。

同様の大げさで演劇的な振る舞いを指摘した言葉は，グルシニツキーの仲

間である竜騎兵大尉にも使われている。彼はペチョーリンに敵意をもち，グ

ルシニツキーの味方について決罰を画策する。竜騎兵大尉はペチョーリンに

決障をもちかけることで，ペチョーリンの臆摘さを証明することを思いつく。

それは秘かに拳銃に弾丸を込めず，命の危険性のないものにしてペチョーリ
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ンが怖気づく姿をみてやろうとするだけの他愛ないいたずらである。しかし

彼らのベチョーリンに対する甚だしい侮辱と，ペチョーリンのグルシニツ

キーに対する公然とした批判とが事態を深刻なものにする。事態が深刻に

なったことで彼らはグルシニツキーの拳銃にだけ弾丸を込め，ペチョ…リン

の拳銃には弾丸を込めないことにする。ところがペチョーリンはこうした陰

謀を盗み開いており，実はすでに感づいている O 竜騎兵大尉は，ペチョーリ

ンがグルシニツキーを撃とうとする場面になっても，その銃には弾丸がこめ

られていないことに当のペチョーリンがすでに気づいているとは思ってもい

ないし，彼がそのことを指摘して弾丸を込めるよう要求する可能性があるな

どとは考えてもいない。そこでまさかグルシニツキーに身の危険が追ってい

るとは想像すらせず，やっとのことで笑いを抑えているかのような調子で次

のように言う一一「この世はすべて空の空ノ… 自然は一一j愚劣，運命は

七商鳥，人生は ーコペイカ玉さねノ」。この言葉についてペチョーリンは

次のように感じている 「いかにも勿体ぶってこの悲劇的な科白

TparW!eCKa兄中pa3aを口にすると，彼は自分の位置に戻ったJ(328)。このよう

にペチョーリンは自分と敵対するグルシニツキーや竜騎兵大尉について，こ

とさらその振る舞いを悲劇的，劇的に装ったものとして取り上げているよう

に思われる。

しかしペチョーリンは敵対する人物ばかりでなく，メリ…についても演劇

的な語棄を用いている。舞踏会でメリーの窮地を救ったことで初めて公爵夫

人の家に招かれた時のことを彼は次のように書いている 「おれは公爵夫

人に気に入られようと，冗談を言つては，何度か心底から夫人を笑わせた。

公爵令嬢も吹き出しそうになるこ之が一度ならずあったが，それでもせっか

く自分の買って出た盆互三五pOJIbを踏み外すまいとしてこらえていたJ

(289-90)。ここでペチョーリンの冗談話に笑うまいとこらえているメリーの

振る舞いは，その前日まで侮辱的な態度をとっていた彼に興味をヲ!かれてい

るようには見られたくないという意志の表れであり，彼女の勝気な性格を窺

わせる行為だったのだが，それをペチョーリンはある種の演技，装いと捉え

ている。これらに見られるようにペチョーリンは各登場人物たちにそれぞれ
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の役どころを当てはめ損じさせているようにも見える O 彼が自分自身を「第

五幕自に欠かせないJ r死刑執行人Jの役どころと意識しているのと同様，グ

ルシニツキーについては悲劇的な言動で、装った似非ロマン主義的な人物の役

どころ，メリーについては勝気な令嬢の役どころと考えているように見うけ

られる O

最後にペチョーリンが現実をひとつの芝居のように捉えていることそ指摘

したい。彼は手記の初日，メリーがグルシニツキーのコップを拾う場面につ

いて次のように書き出している一一「硫黄泉の横を通りがけに，日かげで一休

みしようと屋根つきの遊歩廊の近くで足をとめたのだが，これがたまたまお

れにかなり興味深い三ことcue問の日 となる機会を与えることになっ

た。霊墨ム~ JJ，C詰CTByfu山町四回の配置はこのようになっていた・…一J(266) 0 

メリーは母親から離れて一人でいるときに，足を負傷しているグルシニツ

キーが落としたコップを拾えないでいるのを見る。 彼女はそばに駆けより，

コップを拾い上げ，なんとも言いようのない魅惑にあふれた身のこなしでそ

れを差し出すと，干しを言う較も与えず立ち去る。このシーンはグルシニツキー

にとってもペチョーリンにとっても印象に残ったらしく，後日メリーの名前

とこの日付の入ったグルシニツキーの指輪を見た時に，ペチョーリンは彼女

がコップを拾ったことにもう一度言及している (277)0このような印象的な

シーンでベチョーリンが用いている「登場人物」という言葉に注尽したい。

ペチョーリンの「登場人物」という言葉と結び、つく演劇的な語棄が後日の

手記に現れている O 披はメリーのロマンチックな思い込みを利用して自分の

退屈を紛らわせようとするのだが，そこにも演劇的な語繋が用いられている。

メリーは実際には見習士官にすぎないグルシニツキーのことを，兵隊外套を

着ているために勘違いをして，決闘沙汰で兵卒に降格になったと思いこんで

いる O この話を友人ヴ、エルネルから聞いたときに，ペチョーリンは有頂天に

なって「これで韮盤3a閉 3Kaはできたぞf 霊劇 KOMelU151の超主pa3問3Kaは

こっちで考えてやらなくちゃノ どうやら運命の女神は僕が退屈しないよう

に気を自己ってくれているらしい」と叫ぶ (27日O ここでの「発端」とは，メ

リーがグルシニツキーに興味を持ったことであり，しかもその興味が彼女の
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誤解に基づいていることである O ペチョーリンは後に彼女のこの誤解を正す

ことによってグルシニツキーへの興味を失わせ，指分への関心を一層掻き

てることになる。その誤解を正すまでは，メリーに対しては極力無関心な素

握りを見せ，無礼な態度をとることで彼女の関心を守|いているのだが，そこ

でも演劇的な語棄が見られる O メリーが彼女の機嫌をとろうとする若者たち

に取り囲まれているのを見ると，ペチョーリンは別のベンチに座って滑稽な

話をして取り巻きの連中の注意を奪ってしまい i日が沈むまで，龍衆

口y6JlHKaを楽しませ続け」る (274)0またメリーがペルシャ械笹を舘切ってい

るのを見ると， i40ルーブル余分に出して，横取りしてしまいJ，わざわざそ

の械穫をかぶ、せた馬を食事どきに彼女の窓のそばをヲiいて通らせる。これに

よりメリーの怒りがなお一層煽られ住意を引くことになったのは，この家に

居合わせたヴェルネルの言う「こ ClJ，eHaの盈塁ョ村eKTはまったく屡[

担JlpaMaTHY巴CKH詰だった」という言葉からも明らかである (275)0

ペチョーリンはピャチゴルスクからキスロヴォツクへと移った後の手記で、

次のように書いている 「地元の住民たちはキスロヴォツクの空気は恋心

をさそうとか，マシュークの山麓で芽生えたロマンスは，すべてここで結末

開3間 3Kaを迎えると断言している J(306)。この住民たちの断言が正しかった

のか，実捺ペチョーリンはこの土地で、昔の恋人ヴェーラと一夜を共にするの

だが，そのことが彼女の夫に知られて永久に耳目れることになる O しかしロマ

ンスばかりではなくペチョーリンのグルシニツキーとの対立もこの地で結末

を迎えることになる。ペチョーリンは，彼の勇気を試すため披に決劉を申し

込むがそのピストルには弾丸を込めない，というグルシニツキーと竜騎兵大

尉の策略を盗み聞く O ペチョーリンは，後日実際自分への中傷を耳にして自

分から決闘を申し込むことになり，ヴェルネルに介添え人を頼むため彼らの

策略について話した。これについて手記のなかで次のように記している一一

「しかしいまや事態は冗談の時外まで来ていた。やつらもおそらくこんな結末

pa3B513Kaは予期していなかったにちがいなしり (319)。そしてヴェルネルか

ら，グソレシニツキーのピストルにだけは弾丸をこめようとしているらしいと

いう需報を聞き，眠れないでいるペチョーリンは，次のように書いている一一
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「…・・・ああノ グルシニツキー君f きみの詐摘は成功しないよ・・

五pOJIbを取りかえるわけさ。今度はこっちがきみの蒼自な顔に恐怖のきざし

を見つけ出す番なんだ。なんだってきみは自分から六歩などという運命的な

距離を指定したのかね? おれが文句も言わず，きみの前に額を差し出すと

でも思ったのかね?…J(321)。決闘でグルシニツキーを殺した後には，ヴェ

ルネルに向かつて次のように述べている 'Finita Ia comedia! 喜劇は経

わりぬ!J (331)。この言葉はアウグスチヌス臨終の言葉ともラプレーの言葉

とも伝えられるがいずれにせよ演劇を踏まえた言葉であることにかわり

はない。さらにいうならこの言葉は同じヴェノレネルに向かつて口にしていた

「発端」と呼応した「喜劇」の結末であるように考えられる O

こうした記述から考えれば，ペチョーリンが起こっている出来事をひとつ

の芝居のように捉えていることがわかる。そしてここでベチョーリンが使っ

ている演劇的な語棄をみると，先に挙げた披自身嘆いている自己の役割とは

必ずしも一致しないことがわかる O ペチョーリンはそこでも演顔用語を用い

て自身が運命によって「第五幕に欠かせない人物」や「死刑執行人や裏切り

者」といった役，あるいは議牲者たるべく運命づけられた者に落ちかかる「斧

の役」を演じさせられてきたと嘆くのであるが，そうした役割がただ運命の

せいだとは考えがたい。彼自身が仕組んだ芝居によって自分自身がそうした

役割を担うことになったと考えられるからである。

したがってこの事件の最後に用いられる演麟的な語棄は自分自身に対する

皮肉にも感じられる。ベチョーリンはメリーに自分との結婚を断念させよう

とする襟，次のように言う一一「……ごらんのとおりあなたの目から見れば，

私は実にみじめでいまわしい盆pOJIbそ演じていますしI1rpaTb，それは私自身

認めてもかまいませんJ(337)。ここでペチョーリンは自己の役割を運命に帰

してはいない。設は自己の責任において「みじめでいまわしい役を演じてい

る」ことに感づいていると考えられる。
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2 

ここまで検討してきた演劇的な語棄の用例からペチョーリンが F公爵令嬢

メリ -J のなかで出来事をひとつの芝居のように捉えていることがわかる。

ペチョーリンがその芝居を仕立て上げようとする姿は，何らかの筋書きに

沿った行動のように見うけられる。その筋書きの登場人物となるのは，登場

企盟J¥eiicTBYIOlL¥l1eJlI1uaの配置はこのようになっていたJ という書き出しで

述べられる，コップが拾われる場面のグルシニツキーとメリーであるO その

きの発端となるのは，メリーのグルシニツキーについての勘違いである。

彼女はグルシニツキーが兵隊外套を着ているのは決闘で降格されたからだと

ロマンチックな思い違いをしている O だからこそそれを知ったペチョーリン

は「これで室主主3aBH3Kaはできたぞノ 霊園KOMeJ¥I1Hの盤主pa3問 3Kaはこつ

らで考えてやらなくちゃ /Jと口にする。そしてグルシニツキーとの決闘後

ヴェノレネルに言う 'Finitala comedia ! 喜劇は終わりぬ/Jでその筋書きは

結末を迎える。

ペチョーリンは，筋書きの「登場人物」であり敵対者となるグルシニツキ

とは，すでにその手記の初日から，後に対決することになるのを予期してい

るO 彼はグソレシニツキーについて，会って早々手記のなかで散々こき下ろし

た後，次のように書いている一一「おれのほうでも彼のことが好きではない。

いつか二人は狭い路上でぶ、っかり合い，どちらかが不幸になる気がしてなら

ないJ(263) 0 このグルシニツキーとの衝突を中心に次のような筋書きが撞か

れている グルシニツキーに対してはメリーへの恋心を煽り，メリーに対

しては勘違いを基にしたグルシニツキーへの関心を持たせるままにしてお

く。同時にペチョーリンはメリーに対し侮辱的なまでの態度をとることで按

女の関心を号iく。そしてメリーを舞踏会で助けてやることで自分の存在を最

も強くアピールしたところで，グルシニツキーが決闘により蜂格させられた

のではなく単なる見習士官にすぎないことを告げ，メリーの披への関心を失

わせる。その後はメリーに対し感情というものをことさら噺笑してみせるこ
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とで，グ子ルシニツキーの虚飾に満ちた言葉の本質に気づかせ，メリーの彼に

対する毎蔑感を:煽る。さらにその後内緒でメリーをマズルカに誘うことでグ

ルシニツキーの自分に対する憎悪を接き立て，ついには決闘へと至らせる。

このようにペチョーリンがあたかも芝居の筋を追うように生活を描いてい

ることは，ただここまで挙げた演劇的な語業からのみ感じられるわけではな

い。それは彼のいくつかの独特の言いまわしのうちにも潜んでいる O

ペチョーリンはメリーに対し毎辱的な態度をとることで彼女の関心をヲiこ

うとする時期に次のように述べている一一「二日の間におれの方の一件はひ

どく進展を見せてしまった。公爵令嬢は断然おれを憎んでいる J (274)。この

記述は，メリーに対する侮辱的態度が自分の計画に沿ったものであり，彼女

に摺まれることを考慮しているばかりでなくそうなることを望んだ上で，彼

女に対してそのような態度をとっていることを示唆している O また彼の筋書

きにはない昔の恋人ヴ、エーラが突然現れたときにも，メリーを中心とする筋

きに変更を加えることはない。むしろ彼女との関係から人目をそらすため

にリゴフスカヤ家と近づきになり公爵令嬢を追いまわす約束をするのであ

り，その際には次のように書いている一一「こういうわけでおれの計調はいさ

さかも狂わされなかったし，これで痛快なことになるんだノ J (279)。ここで

いう計画とはまさにメリーをめぐる筋書きである O

ペチョーリンはなかなかリゴブスカヤ家と近づきにならないでいる理由を

「好機をうかがっている J (284)からと書いているが，この好機とは，ここま

でメリーに対して示してきた侮蔑的態度から披女の好意を簿るための態度に

転じる好機である O 彼はそのチャンスを存分に生かし，予約舞搭会の日に彼

女が卒倒iしそうなところを助けると同時に，グルシニツキーが実は決闘で降

格されたのではなく単なる見習士官であることを彼女に告げている O

これ以降ペチョーリンはリゴフスカヤ家と近づきになり，メリーのグルシ

ニツキーに対する関心を決定的に失わせ，舘きさせようとするが，そこでも

特徴的な言葉が使われている。「この数日間というものおれは一度も自分のシ

ステムを踏み外すことはなかったJ (292) というときのシステムとは筋書き

のなかでの彼自身の行動であれここではメリーに対してことさら感情とい
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うものを噺笑してみせることである O ペチョーリンがこのように行動するこ

とで，メリーはグルシニツキーとセンチメンタルな言合争をはじめるわけにも

いかず，グノレシニツキーに対して鵠笑でもって報いるようになる O

このようにグルシニツキーは敵役としてペチョーリンの筋書きのなかに当

てはめられている O わぎわざそうしたのはペチョーリンが以下のような意図

をもって筋立てを作っていたからである。彼の方が先にメリーをダンスに

誘ったことがグルシニツキーに知れ，グノレシニツキーを中心に敵対的な徒党

が結成されたとき，ペチョーリンは次のように書いている__，なんとも嬉し

いことだ。おれは敵を愛する。といってもキリスト教的な意味でではない。

敵はおれを楽しませ，おれの血を沸き立たせてくれるのだ。つねに警戒を怠

らず，目配せひとつにも，一語の意味にも気を配って，柏手の意図を見抜き，

陰謀を打ち破り，まんまと一杯食わされたふりを装って，いきなり一撃のも

と，技知と策略をもって営々と築き上げられた巨大な構築物を崩壊させるこ

と これこそ，おれが生活と名づけるところのものだ J(304) 0 彼が筋書き

を描き，そのなかでの役割を演じてまで望んで、いたものは，波乱万丈の劇的

な生活であるように見える。しかし本当に彼はただ筋書きどおりにことがす

すむのを望んでいたのだろうか?

ペチョーリンには(貴族社会の)人間とは伺かを装うものであるという

識があるようだ。そしてそういった装っている人聞の本質を見破ることに多

くの注意を払っているように見える O 他者の外面に現れている仕草や言動か

らその人物の真意を読みとろうと努めているのだ。それは前の章で挙げた「劇

的な」や「悲劇的な」という形容詞がグルシニツキーや竜騎兵大尉の振る舞

いに用いられていることにも現れているだろう O ペチョーリンには後らの振

る舞いがポーズとして劇的なものであったり，悲劇的なものであったりする

ことがわかりすぎるほどわかっていて，そのことを指摘せずにはいられない

のである。

最も明自な例を挙げるなら，グルシニツキーについての撞写であろう。厚

ぽったい兵隊外套を見て 1一風変わった気取り」を感じ (262)，1異常な感
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情やら高められた情熱やら，人並みはずれた苦協などで重々しく身を装って

いる連中」と結びつける (263)。さらにその外套を着ている理由については

「自分は平穏のためにつくられた人間ではなく，ある秘められた苦櫨を運命づ

けられている人間なのだと地人に患いこませることに努めた結果，自分でも

ほとんどそれを信じきっていた」ためであるとまで述べる (263)。こうした

記述は，ペチョーリンがグルシニツキーの兵隊外套を着ている理由を見破っ

ていることに重点、が置かれているように考えられる。ペチョーリンにとって

この外套は見え透いた装いに感じられ，彼はグルシニツキーに対してその外

套について絶えず皮肉ろうと努めている O ところが相手はそうした皮肉を意

に介さない。だから後日ペチョーリンがその外套を担s撤する意味でグルシニ

ツキーに「きみは兵韓外套のおかげで，そこらの感じやすいお嬢さんの尽に

は英雄とも受難者とも映るわけだからなJ と言ったときに，グルシニツキー

は「そんなばかな!Jと答えつつも r満足そうににこりと」する (275)0こ

れは外套を着ている理出がペチョーリンの考えていたとおりだ、ったことを示

す記述である O グルシニツキーは外套を実諜に受難者のように見られたくて

着ていたのであり，ペチョーリンにこう れたのが快かったのである O

またベチョーリンの手記には他者の言動が何かの感情を装っていることを

指摘した記述が多々見られる。メリーについて見てみたい。コップを拾い上

げたf灸の彼女はグノレシニツキーのそばを通りかかっても「つんとすました勿

体ぶった様子をつくろって npHHHJIaBHJL TaKOH YHHHblH H Ba)j{Hblむ彼の熱っぽ

いまなざしに振り向きもしない(267)。ペチョーリンが令嬢の取り巻きを奪っ

て話をしているときの彼女の視線、は「おれの上に注がれながら，努めて無関

心を装いつつも CTapaHCbBblpa3HTb paBHOJLywHe，いまいましさをあらわして

いたことも一度ならずあった」と記述される (274)0ここでも無関心を装っ

ている彼女の視線のなかにいまいましさを読みとっている O またそれまで無

規してきたペチョーリンが彼女をワルツに誘った場障では r技女は微笑みそ

うになる自分を抑え，またおのれの勝利感を押し隠すのもやっとだ、ったが，

そのくせ早速もう，まるで無関心な，むしろ厳しそうな顔つきをしてみせた

npHH冗TbCOBep山巴山opaBHOJLywHblH H JLa)j{巴 CTporHHBHJLJ とある (285)。ぺ
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チョーリンにはそんなところまで披女の心が読み取れたわけだが，ここでも

メリーが彼に対する勝利感とは裏腹に無関心で厳しそうな顔つきを装ってい

ることを指摘している。また彼女がグルシニツキーに飽きはじめてはいるが，

まだそれを認めようとしないでいる頃，グルシニツキーが近寄るとペチョー

リンは彼女から離れ二人きりにする O この場面でも「最初彼女はそれ

だ，あるいは喜んだふりをしようとした CT印刷aCbf10Ka3aTbJ (292)と述べて

おり，彼女の喜び、が装ったものであることを指擁している O またそのすぐ後

では，彼女がグノレシニツキーの言葉に気のない素A振りを見せていたところ，

「おれの姿を認めるや，おれには気づかないようなふりをしてf10Ka抽出回，

6YsTO Mef祝日巴印刷凹aeT声高く笑い出したJ(293)とあり，ペチョーリンは

彼女の振る舞いの装いを読みとっている。こうしてみるとペチョーリンは人

聞がその振る舞いを装うものであることに過剰な反応を示しているように見

える。研究者エトキンドはペチョーリンについて，他者に対して「特別な心

理的仮面」をかぶっていると指摘しているが自分が地人に対してそうした

心理的復面をかぶ、っているからこそ，他人の仮面にも特別の注意が向き，そ

ういった披菌を剥ぎ取ろうとしていると考えられる。だからこそこれほどま

でにペチョーリンは地人の振る舞いの装いに注意を払い，その装いを指摘せ

ずにはいられないのである O

ペチョーリンは他者のうちにばかり装いを指摘するのではなく，自己のう

ちにも装った言動のあることを何度も指摘している。ここでは一例を挙げる

にとどめる。グルシニツキーがメリーにコップを拾ってもらったとき，ペ

チョーリンが近くにいたことに気づくと，彼は「見たかい? まったく天使

だねノ」と感動的な面持ちでやって来て言う。それに対してペチョーリンは

次のように書いている 吋どうして?~おれは無邪気そのものといった顔

つきでCBI1Jl，OM明 CTeMmeronpOCTOJl，yUIl1H問い返したJ(267)。コップを拾い上

げるメリーの仕草を「何とも言い表しようのない魅惑にあふれた身のこなしJ

と奮いていたのだから，ここでのさも無関心そうなペチョーリンの顔つきは，

その理由がグルシニツキーを怒らせたかったからにせよ，彼への嫉妬からに

せよ，当然装った顔つきである O
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さらにペチョーリンがグやルシニツキーに対して，見せかけ装うことについ

て， [靭笑的ではあるが演技指導的な言い方をしている例がある O ペチョーリ

ンはそのときも「まじめくさった顔つきをして llpl1H51JlCCpbC3Hbl長Bl11U(276)， 

メリーの心を射とめるにはどうすべきかについて次のように言っている一一

「……きみのそばでたとえ二分間でも退問が続くようなら，きみはそれっきり

破滅さ O きみの沈黙は披女の好奇心を掻きたでなくちゃいけないし，きみの

話はその好奇心を完全に満足させきっちゃいけない。……J (276)。この言葉

は，兵i球外套を着こんで悲劇的に装っていることをこれまで散々皮肉ってき

たグルシニツキーに対して述べられている点で興味深い。ペチョーリンはそ

んな彼に対しでも，さらに麟的に振舞うように指導しているわけであるO

このようにペチョーリンの意識は常に人間の装った振る舞いに向かってい

て，そうした振る舞いを暴き出し，その内なる真意を言い当てている。あた

かも彼には人間の振る舞いの裏にある感情がすべてわかっているかのようで

ある O 彼はすべて先を読んで行動している。それはまるですべての出来事が

設のコントロール下にあるかのようである O ペチョーリンの装いへの注昌は

彼が実人生を演劇的な時空間として捉えていることとも関わりがあるように

思われる。彼は常に人間は持者かを槙じているという思いにとらわれている。

しかしベチョーリンは，人間が何者かを演じ，ことが自分の筋書きどおりに

運ぶことに対して，退屈，倍怠感を感じてもいる。

ペチョーリンはメリーに自分の運命について告白することで彼女の涙を誘

い同情をひいた後，次のように述べている 「彼女は自分に不満でいる。自

分の冷淡さを責めているのだノ おお，これこそ最初の大きな勝利だノ

明日，彼女は埋め合わせをしようとするだろう。おれにはそれがもうそらで

わかっている一ーだから退屈なのだ!J (298)。自らの運命の告白によりペ

チョーリンは決定的にメリーの心をつかむことができたわけであり，自分の

患いどおりになったのだから子放しで喜んでも良さそうなものである O しか

しベチョーリンは，思い通りにことが運んだ結果を退屈だと表現している。

彼には見え透いた結果もまた面白くないのである O

これと河じことが筋書きについてもいえる。ペチョーリンは自分の生活を
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刺激的なものにするために筋書きを描いていたはずである O ところがその筋

きのなかで決定的な場面となる，グルシニツキーを欺いてメリーとのマズ

ルカに向かうシーンで，彼は自分が「他人のドラマの終局に立ち会わされて

きた」ことを嘆き，自分が「第五幕自に欠かせないJ i死刑執行人や裏切り者J

というみじめな役を演じていると述べている (301)0 また筋書きの結末とな

るグルシニツキーとの決関前夜にも自分が「運命の手に握られた斧の役」を

演じていることを嘆いている (321)。自分で作り上げてきた筋書きでありな

がら，その結果として自分に課せられた役割については嘆いているのである O

こうして見ると彼は筋書きの登場人物たちがその筋書きから外れた思いがけ

ない行動を取ることを望んで、いたと考えられる。ベチョーリンは，自分が他

人の真意を読みとることよりも，他人が自分の筋書きを仕立て上げようとす

る生き方を読みとり，彼らが授の設定した筋書きから外れようとすることを

望んでいたのではないか。そうなってこそ，ペチョーリンは自分の設定した

きでは逃れようのない「運命の子に握られた斧の役J から解放されるの

である。ペチョーリンの設定した筋書きどおりにドラマがすすみ完結するよ

うでは，何者かによって与えられたのかもしれない運命を乗り越えることは

できないのである O

3 

演劇的な生活を送ることで日常生活の退屈さを紛らわせようとする生き方

は，ペチョーリン一人に限らず，この当時のロシア貴族にはよく見られた風

潮であった。 18 世紀末~19 世紀初頭のロマン主義的ロシア貴族について研究

者ロトマンは，その演劇的生活を指摘して，次のように述べている。「演劇的

生活は日常的生活と異なるという，まさにそれがゆえに，生活を芝居とみな

すことは人間に行動の新たな可能性を与えていた。日常的生活は，演劇的生

活にくらべると，不動のものとしてあらわれていた。出来事や事件は，そこ

ではまったく起こらないか，あるいは規範からのまれな逸脱であった。く…〉

慣習の法が動かす， ト八世紀のふつうのロシア貴族の日常的生活には wプ
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ロットが欠けていた』。これにたいし，演劇的生活は，出来事の連鎖になって

いた。演劇の人間は，個性なく流れる時間の進行の受動的な参加者ではなかっ

た。日常的生活から解放された彼は，歴史的人物の生活を送っていたのであ

り，みずから自分の行動タイプを選び，周閣の世界に能動的に作用し，滅ぴ

たり，成功したりしていたf

このような事件のない臼常的生活を彩るための演劇的生活への志向は， 19 

世紀初顕の貴族を引き継ぐ世代である r現代の英雄J の登場人物たちにも感

じられる O 一例を挙げるなら，竜騎兵大尉がペチョーリンの勇気を試すため

設に決闘を申し込むがピストルには弾丸を込めない，という策略について話

しだす際，演劇的な語棄を用いて次のように述べている一一「グルシニツキー

がやつに対して特に憤慨している だから彼が主盆nepBa51pOJIbだ.ノ…J

(312)。このように彼らの世代は演劇的生活が実生活の上にすでに根づいてし

まっていた世代である O しかしペチョーリンはそうした演劇的生活にすでに

飽き足らなくなっている O ペチョーリンはことがプロットどおりにすすむと

その退屈さをこぼす。また彼はグルシニツキーと対決するという自分の思い

播いた筋書きどおりにことがすすむと，自らの「第五幕目に欠かせないJ I死

刑執行人や裏切り者の役」について嘆くことになる O 披は演劇的生活を自ら

意図して設定していながら，筋書きどおりの生活に飽き足らなかったり，筋

きから得られた自分の役割を嘆き悲しんだりしているわけである。すなわ

ちベチョーリンは筋書きから外れることを求めていたのであり，それは運命

から逃れようとする彼の意志とつながる。

ペチョーリンが手記のなかでニ度，周囲の景色を見て「半円形麟場」と捕

し，実生活上の行動を舞台上の演技に喰えていることはすでに述べた。こ

のような比輸は故意に他者の規線を感じようとする意志と一致する。そうし

た意志がすでに過去の世代のものであることは，手記の次の章で触れられて

いる。『運命論者』の章でペチョーリンは星空を見上げつつ思索に耽る。昔の

賢人たちがわずかな土地や，人間が勝手に考えついた何かの権利とやらをめ

ぐるつまらないいさかいに天体も参与していると考えていたことを思い出し

て，滑稽な気持ちになりつつも，ペチョーリンは彼らの確信がどれほどの力

86-



レールモントフ『現代の英雄」における演劇的語会の用法

を与えていたか，そして自分たちにそうした確信がないためにどれほど不安

と恐れを抱いているかと考え，次のように述べている 「空の全体がその無

数の住人たちとともに，無言でこそあれ，つねに変わらぬ共感を込めて自分

たちを挑めていてくれるのだという確信は，どれほどの意志力を披らに与え

てくれたことだろうノ J(343)。ペチョーリンは何者かが見てくれているとい

う意識を故意に感じ取ろうとして，半円形劇場と形容する人生を生きようと

したのである。しかし彼はそうした生き方がもはや過去の世代のものである

ことも知っているO 彼がグルシニツキーや竜騎兵大屈すの演技性を指掃し，授

らを皮肉って描き出しているのも，演観的生活がペチョーリンにとってはす

でに違和感を伴うものであることを示している。彼には他者がその真意を関、

して装っていることがわかりすぎているからこそ，それを暴き出してもいる O

装いの裏，演技の裏が見えてしまっているペチョーリンは当然，そうした演

劇的生活では錨き足らなかったのである。

以上 w現代の英雄』のなかでしばしば使われている演劇的な語業の用例を，

自作のコンコーダンスを利用して嬬羅的に検討することにより，これらの語

棄が主人公ペチョーリンの性格播写に重要な役離を果たしていることが礎認

できた。

*本;稿は，平成 12年度リサーチ・アシスタント (RA)経費による研究プロジェクト f19世

紀ロシア小説の計量的研究J (研究代表者:安藤淳)の成果の一部である O プロジェクト

の立案と技術面の指導は安藤が行い，本論文の執筆は山路が担当した。

注

1 r現代の英雄』からの引用は，Jlep.MOHmO!J M.幻 CO'l.:B 6刊 T.M.;J1.， 1957. T. 6によ

り， ( )内に頁数を記す。翻訳は山路によるが，中村融訳 (f現代の英雄，~，岩波文庫，

1981)，江JI[事訳 (1現代の英雄j，世界文学全集23，集英社， 1980)，北垣信行訳 (f現代

の英雄~，筑摩世界文墜大系 31，筑摩書房， 1973)を参照した。引用文中，演劇的な語業
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には下線を引き，原文の単語を付加した。その際，名詞，形容認は主格に，動詞は不定形

に己止めた。

2 JJepAwliln06 ，H 幻.r epofl HaWel'O 日pe，1日間 / Kml>leHTapl1詰 B. A. MaHyiL10Ba f1 U. B. 
J¥hlJl.aep. CIl6.， 1996. C. 353. 

3 3mKllHO 万 r ぃBHYTpeHIlHH'1e.10日巴K')H BlleU1Hml pe4b: UYepKll nCHXOII03THKY1 pyCCKOH 
AITepaTypbl XVIII.. XIX BeKO臼.M.， 1999. C. 106. 

4 JJomAwH幻ん1‘l3e亡eilbl0 PYCCl(QfI KyJlbType: 6blT H TpamnUlll PYCCI(OI'O .a日Opl1l1CTBa

(XVIIl一司a可a，aoXIX BeKal. CIl6.， 1994. C. 198. 邦訳:ユーリー・ミハイロヴィチ・

ロートマン『ロシア貴族』桑野隆・望月哲労・渡辺雅司訳，筑摩書lJj， 1997， 275資。

ACyTa珂MA且311

TeaTpaJIbHbI詰 nJIaCTB noanna pOMaHa 

<<repo訪日arneroBpeMeHll>) M.  I{). JIepMoHTOBa 

01¥HOH H3 xapaKTepHblx OC06cHHocTeIi pOMaHa ((repOH lIamcro BpeMelIH>) 

河BJI只eTC冗 ynoTpe6JIeHHeTeaTpaJIbHbIX CJIOB， OC06CHHO 60JIb山0εKOJIWJeCTBO
KOTOpbIX M())KHO Ha詰TH日 <(K問lKHeMepH>). HacTo日lL(a51CTaTb5I noc回 LUeH3

HCCJIe1¥OB3HHfu Te3Tp3JIbH0i1 JIeKCHKH B ((KH兄lKHeMepH)) H3 OCHOBC 

KOMnblOTepHot¥ 633bl jJ，311HbIX COCT3日"1eHHoroHaNIH KOHKOP1¥3HC3 <，repo冗 H3mero

speMeHI1)). 

B 9Tol1 r JI3Be Te3Tp3JIbH3兄JleKCfJK3ynoTpe6Jl日巴TC，1CJle1¥yfuIlU1M 06p330M: 
1. [JPH 01lYIC3HHH口e長33lK31¥Jl兄 C031¥311H5IHJ1JIfu3I1I1 Te3Tp3.JJbHoro 

npOCTp3HCTB3. H3npHMep， B H3可3Jle33nI1COK口e'lOpHHCpaBHI1B3eT 

OKpy)K3füLUH~1 neH33)K C aoVl併umeampOM(261，281). 
2. !le可OpHHnpI1I1fICbIBaCT ce6e B 1\e~ICTBI1Te"1bllOI1 lKI13HI1 pOJlb， HK06bI 

H33Ha'leHHyfu cY1¥b60i1. HanpHMep， no 1¥opore 113 6aJl， r1¥e Oll p33pyml1T 

Ha1¥elK1¥bI rpymHI1L(Koro， OH 1¥YM3eT: ((~I 6bIJl Heo6xoJII1MOe AIL(O n5lm020 

αKma; HeBOJlbHO只 pa3bl2pbl8aJlJ/CaJlKylO pOJlb n3Jla可3llJII1 npe1¥3TeJl5I>) (301). 

HaKaHYHe nOe1¥HHKa C rpymHHL(KHNI 0行lKaJlyeTc兄((…CKOJ1bKO p33 ylKeη 

uzpaJl pOλb Tonopa B pyKax cy 1¥b6bIい(321)， 11 T. 1¥・
3. !lecIOpl1H ynoTpe6JI兄eTTeaTp3JlbHyfu JleKcl1Ky 11 no OTHOmeHI1fu K 

1¥pyrHM rcpo狂乱1，K3K 6Y1¥TO 'lT06bI 3aCTaBI1Tb HX TOlKe lWp3Tb CBOYI pOJlI1. 

T3K， 0 nOBC1¥eHI〆ll1rpym日目立KoroTIe可Opl1HMHoro pa3 rOBOpI1Tαmpazu'teCKμ1I>) 
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HJIH (< dpa.uamu 'tec印 u>)(264， 265， 289)羽岡CMexael、CHHaJ¥ ero 
nCeB，llOpOMaH1'H3MOM. 

4. B peaJIbIlOtl )j{日3HHfle'lOpmI C03，llae1' 1'aKotl cueHapHrI，日 K01'OpOMOH 

np01'HBOC1'OH1' I~PYUIHHUKOMy， '-IT06bI J¥06H1'bC珂 Aぬ6BBMepH， 11 1'Or，lla OH 

ynOTpe6JIHe1' 1'ea1'paJ1bHbIe CJIOBa oc06eHHO 3ゆやeK1'HO. B CneHe， 

OIlI1CbIBatDluetl JU060Bb rpYWHHUKOrO K MepH， fleLlopHH日目立le1':(<…ヨ1'0

，llOC1'aBHJIO MHεCJly'la抗6bI1'bCBH，lleTeJleM ，llOBO，1bHO Ao60nbITHO詰 C勾eHbL.

l!，eucm6Y肌 IJ，ueJl叫 aHaXOJ¥HJIHCb BOT B lWKOM nOJIQ)KeHHH..・>) (266). KpoMe 

TOro， Kor J¥a OH y3Ha巴l'01' BepHepa 0 TOM，可1'0MepH 3a6，1Y)K，llaeTCJI，可1'0

rpYWHHI~I{HrI B C(M，llaTCKOrI WHHeJ1H pa3)KaJIOBaH B COJI，llaTbI 3a J¥Y3JIb， 1'Or，lla 

fle'lOpHII KpHlun: ((3a65l3Ka eCTb!.. 06 pa365l3Keヨ1'OtlIw.ueduu MbI 

nOXJIO口0可eM...))(271). B KO山 E 則

Ha J¥y3JII凡iし， 只 口e円OpI討IHy6f1BaeT rpy[山IμlH升刑HHKOro. Tor，lla OH rOBOpW[ BepHepy: 
(<Finita Ia comedial>) (331) H 1'. J¥. 

y'l3 CKa3atIHOro BbI日1巴lvIO)j{HOBbIBeCTH np01'HBOpe'lHe B nOBe，lleHHH 

fle可Op討Ha. [loLlelvIY OH )j{aJIyeTcH lIa 1'0，可1'0OH Hrpae1' )j{aJIKyIo pOJIb， 

HeCMOTp兄 Ha1'0，可TOTaKaJl pOJIb eCTeC1'BeHHbIH pe3yJIb1'a1' 3aJ¥ylvIaHHoro 

HM cueHapHH? 

Bo0611江~e 1口le可OpH隙f廿HC1可H1Tae1'丸可11'0可eJIO臼巴KBbI花CI山1口le臼r、o 06αIl口~eC1'Ba BeJ¥e1' ce6只
n叩lplれ町fηn臼30p似凶i訂iωo(c03HaTe巳町J品1

061討Iapy)氷Kf叩fIBa1'bヨTO1日lp仰Hη1'BOp亡TβoH日口OBe旦eHIU1J¥pynIx JIlO，lletl， H B CBoeM 

c06C1'BeHHOM， H CB冗3bIBae1'ero C HcnOJ1HeHHeM pOJIH Ha cueHe. fl031'OMY npH 

OI1HCaHHH 06pa3a )五日3HHBbIC[[]erO 06illec1'Ba OH I10，ll可epKHy1'oyno1'pe6JI兄e1'

Tea1'paJIbHyIO JIeKcHKy.日行orJ¥aOH C03J¥ae1' (<cueHap羽詰)) H npOH3BOJ¥H1' (<onbI1'勺

fIrpa月 HanpWfBopCTBe OKpy)KatOillHX J1lOJ¥etl. Ho， KOHeLlHO， OII )j{eJIaeT He 
np日TBOpCTBO，llpynlx JIlO，lle民 H)j{eCTOKOH KOHUOBKH CBoero cueHapHH， a 

HeO)j{H，llaHHOrO H Henpe，llCKa3yeMoro ，llerICTBHJI， H Toro，可T06bIC06bITYIH WλH He 

nO ero CL¥eHapHlO. OH 11 caM CTpeMHTCH oCB06oJ¥H1'bC兄 01'(<}KaJIKotl pOJIH>). 

To，可TO口e可opml，onHCbIBa只 CBOrI06pa3 )j{I13HH H )KIsHb J¥pyrHx JIlO][erI， 
yno1'pe6JI只eTTea1'paJ1bHbIe CJIOBa， HBJI兄eTC只 BbIpa)j{eHl1eMero He，llOBO，1bC1'Ba 

(<TeaTpa"1bHOCTblO)) )KH3HH B BbIcweM 06U¥eC1'Be. 
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